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プロジェク トーOFW O DFW一

本年 2月 ニューズレター第 3号をお届けし,今回第 4号

を発行,な んとか年 2回の発行を維持している。今後も継

続的に国際開発研究科の動向をお伝えしたいと考えている。

ニューズレター 4号で最初にお伝えしなければならない

ことは,文部省,名古屋大学をはじめとする関係各位のご

配慮により,研究科棟の増築工事が認められ,所期の計画
通りに研究科棟は来年 1月 末に竣工の予定ということであ

る。1994年 12月 の第一期工事終了時には,当初計画の 3分
の 2,約4000平方メー トルの建物としてその姿を現した。
ただし,東側には増築の可能性を示す突出部分を残してで
あった。「本学では増築の予定というのは,増築が無いこ
と」と耳にしていたため,こ の第一期工事完成がそのまま

完成かと喜びも半ばであった記憶があるが, ここに竣工ま

で数ケ月を残すまでになった。研究科棟の完成により,教
育・研究条件は遥かに改善されるはずであり,益々の成果
が期待される。今後とも関係各位のご指導, ご鞭撻をお願

いしたい。なお,竣工後早い時期に,華美に流れず,国際
開発研究科に相応しいお披露目をと考えている。

本研究科は,平成10年 3月 に国際コミュニケーション専
攻から最初の学位 (学術博士)取得者を世に出すことによっ

て完成する。この間,先行の国際開発専攻,国際協力専攻
は,後期課程終了者に学位 (学術博士)を順調に授与して

おり,学位取得者の多くが,教育 。研究機関にその活躍の

場を見出していることは誠に喜ばしい限りであり,諸氏に

は,それぞれの研究の進捗を期待し,成果を挙げることを
心より望みたい。

次に,本研究科の重要なプロジェクトである海外実地研
修 (OFW)に ついて述べなければならない。OFWは , 3
カ国でそれぞれ 2年間連続の研修を行う,つ まり6年を一
つのサイクルとする研修であり,本年 8月 に実施 したイン

ドネシアでの研修により,最初のサイクルが完結したこと
になる。因みに 3カ 国とはタイ, フィリピン,イ ンドネシ

アであるが,OFW実 施に際しご援助頂いた方々, またお
世話になった 3カ 国の大学関係者にこの場を借りて厚く御

礼を申し上げたい。本年のOFWは ,畔長告書J(平成10年
3月 刊行予定)の提出をもって終了するが, これを機会に

6年間にわたり実施されたOFWに 関 して外部の有識者を

大学院国際開発研究科長 中 條 直 樹

招いて総括的な評価を行おうと計画している。言うまでも

なく今後もこのOFWは 本研究科の基本的なプロジェクト
として位置づけ,更なる展開を計る積もりであるが,実施
に当りご協力頂いた海外研修基金の目減りも急であり,そ
の対策が緊急の課題であることをここに付言し, これまで

以上のご協力をお願いしたい。

本研究科のもう一つのプロジェクトである国内実施研修

(DFW)も 順調に行われている。過去 2年間は愛知県一色
町のご協力を得て行ったが,本年は同県足助町に調査対象
を変更し, 9月 末に行われた。足助町挙げてのご協力に対

し御礼を申し上げる。OFWに比 してDFWに は世間の耳
目を引くような派手さはないが,留学生を中′とヽとした参加
院生と現地の住民の方々との交流が大きな成果をもたらし,

更に地域の国際化にも一役を買うといった付随的な効果も

挙げているようである。これは随行し,指導される教官の

努力は言 うに及ばず,参加院生の熱意の賜物であり,
DFWに 対する評価も年々高くなっている。
平成 9年 6月 ,本研究科において指導的役割を担い,益々
のご活躍が期待されていた嘉数啓教授が,職を辞し,沖縄
振興開発金融公庫の要職につかれた。本研究科にとっては

必要欠 くべからざる研究者であり,指導を受けていた院生
諸君も多く,極めて残念な転出であったが,断腸の思いで
先生を沖縄へお送りした。一層のご活躍をスタッフー同衷

,と よヽりお祈りしている。

本研究科はこれまで

に延べ36カ 国から留学

生を受け入れてきたが,

これは他の研究科には

見られない特色の一つ

である。異文化の壁に

跳ね返されそうになり

ながらも研究に従事し,

留学の目的を達成しよ

うとしている彼等の真

撃な態度をご理解頂け

れば幸いである。
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増築工事中の研究科棟



国際開発研究科の留学生 :

留学生アドバイザーの立場から

1.GSiDの留学生

1991年に国際開発研究科が発足してから,本研究科は積

極的に留学生を受け入れてきました。全国的には外国人留

学生数が停滞気味であるにもかかわらず,本研究科におい

ては留学生数が年々増加しており,そ の数は発足時の 8名

から114名 に増加し (表 1参照), この 7年間,常に外国人

留学生は,本研究科総学生数の約 3分の 1を 占めてきまし

た。

外国人留学生の出身国は実に多様で,本研究科は, これ

までに36カ 国からの留学生を受け入れてきました。そして,

現在では33カ 国からの留学生が本研究科で勉学に励んでい

ます (表 2参照)。

本研究科の留学生のほとんどは,修士又は博士学位取得

を目的として来日しますが, 2年 ほど前から,学術交流協

定を結んでいるタイ・チュラロンコン大学, フィリピン大

学ロスバニヨス校,オ ーストラリア・マッコーリー大学等

から,学位取得を目的としない 1年間の短期留学生を若干

名受け入れています。これらの学生には,教官の指導を受

けながら調査研究を行う者,本研究科で受講し,帰国後母

国の大学で単位認定を受ける者などがいます。

学位取得を目的としている留学生のうち約 3分の 1は ,

各課程を修了するまで十分な奨学金の受給が保証されてい

る国費 (外国人)留学生,愛知留学生,外国政府派遣留学

生等です。残る3分の 2の学生は,留学中に運よく民間財

団の奨学金を受給する者もいるものの,奨学金の種類,受

表 1:GS:Dに在籍する留学生数

表 2:GS!Dに在籍する留学生の出身国別内訳

留学生担当講師 吉 岡 美千子

留学生等と国内実地研修に参加した筆者 (右から2人目)

給額,受給期間には限りがあるため, ほとんどが財政的に

相当苦しい留学生活を送つています。

2.留学生を取り巻く環境

【教育】

本研究科では,留学生数が多いことに加え,そ もそもの

設立の目的が将来途上国援助において国際舞台で活躍する

人材を育成することであったことから,一部の講義は英語

で行われており, これが本研究科に非漢字圏からの外国人

留学生が多い理由の一つとなっています。しかし,単に英

語で行う講義があることだけが本研究科の教育の特色では

ありません。教官の経歴を見ると海外留学経験のある教官

が多いばかりではなく,途上国援助に関わる国内 。国際機

関での勤務経験のある教官もおり,豊かな人材が揃ってい

1992 1993 1994 1995 1996 1997

留学生数 8

(各年度 5月 1日 現在)

国 名 人数 国 名 人数 国 名 人数 国 名 人数 国 名 人数

中 国 ベ  ト ナ  ム タ イ 2 オース トラリア 1 シ ン ガ ポ ー ル 1

湾 ロ   シ   ア 2 ハ ン ガ リ ー 1 ケ ア 1 セ イ シ ェ ル 1

イ ン ドネ シ ア 7 カ ン ボ ジ ア 2 ス ー ダ ン 1 ン ゴ 1 ア イ ル ラ ン ド l

韓 国 6 イ   ン   ト 2 ウ ク ラ イ ナ 1 メ キ シ ヨ 1 ンヾグラデシュ l

ア メ  リ カ 5 カ  ナ  ダ 2 セ ネ ガ  ル 1 アフガニスタン 1 不  パ  ー  フレ 1

ブ ラ ジ ル 5 フ ィ リ ピ ン 2 ベ ネ ズ ェ ラ 1 ド   イ   ッ 1

ス リ ラ ン カ 5 イ ギ  リ ス 2 ル ー マ ニ ア 1 ナ イ ジ ェ リア 1

(1997年 5月 1日 現在)



ることが,将来母国の開発援助に携わることを希望する外

国人留学生のニーズに合う教育 。研究指導を可能にしてい

ます。また,毎年行われる海外実地研修 (OFW)で は,

参加者は経済 。社会開発等に関する調査を 1ケ 月間現地で

行うことで調査・分析方法を学ぶ機会を得ることができま

す。一方, 日本の地域開発の現状を学お、ことができる国内

実地研修 (DFW)についても留学生から高い評価を得て

います。

【論文作成指導】

本研究科では学位論文は英語又は日本語で執筆すること

になっていますが,留学生の中にはせっかく日本に来たの

だから日本語で修士・博士論文を書き上げたいと希望する

者が少なくありません。一方, 日本語力が十分でないため

英語で論文を執筆しようとする留学生の多くにとって,英

語は母国語ではありません。このように母国語でない日本

語又は英語で論文を執筆しようとする学生を支援するため

に,昨年度から論文執筆補助担当助手 2名 (日本語担当 1

名,英語担当 1名)を配置し,論文作成指導を行っていま

す。

【事務手続き】

事務室の中でも特に教務掛は外国人留学生にとって「大

学の顔」,「 日本の顔」です。本研究科の教務担当者は留学

生とのコミュニケーションに最大限の努力をしていますが,

日本語能力が十分でない留学生にとって事務手続きはやは

り容易ではありません。しかし,本研究科に在籍する留学

生数は増加する一方であることから,昨年から国際経験が

豊かで英語が堪能な非常勤職員が配置されました。その結

果,事務室と留学生の間のコミュニケーションも円滑にな

り,「教務掛での事務手続きがしやすくなったJ,「掲示物

が 2カ 国語 (日 本語 。英語)で表示され,わかりやすくなっ

た」との声が留学生から聞かれるようになりました。

【留学生相談室】

留学生相談室とは,外国人留学生が日本語 。日本文化 。

学生生活等において何らかの問題に直面した時に, とりあ

えず訪ねれば問題解決の糸口がみつかるかもしれないとい

う場所です。1993年 7月 に設置されて以来,本研究科の留

学生相談室には 1名のアドバイザーが配置されており, そ

れが筆者です。木曜日を除く平日午前10時から午後 4時 ま

でが相談室の利用時間となっており, 1日 平均 5人,多 い

日には10人から15人の来室者があります。履修方法,在留

手続き,宿舎・奨学金情報などに関する質問が多く,簡単

な質問であれば一人当たりに費やす時間は10分から15分程

度とあまりかかりませんが,事務書類記入の手伝い,苦情

処理となれば30分から1時間ほどかかることも多々あり,

さらに悩み相談ともなると数日間にわたり時間をかけて相

談にのることになります。

他方,来室者の中には,学外からの入学希望者の受験手

続に関する問い合わせが多くあります。また,来室による

質問相談の他に,海外からの入学希望者の電話,手紙 ,

e―mailに よる問い合わせも多く, その対応に文字どおり

明け暮れています。しかし,留学生アドバイザーは, じっ

と座って相談室に来る留学生,電話,手紙等を待っていれ

ばいいと言うわけではなく,入国管理局での諸手続き,宿

舎の契約,病院への付き添い等学外へ出かけることもしば

しばあります。

3.留学生ア ドバイザーのひとり言

「留学生アドバイザーとは何か」と聞かれると,「留学

生が日本で学生生活を送る上で必要な助言を与える教育者」

と,か っこよく答えたいところですが,実際には前述のよ

うに助言だけではすまない場合が多く,仕事の範囲に制限

はありません。それにもかかわらず, 1名 のアドバイザー

で留学生114名 +学外からの入学希望者十外国人客員研究

員に対応しようとするのは神業で, もちろん私にはできま

せん。したがって,私が行っている仕事は留学生アドバイ

ザーが行うべき仕事のほんの一部でしょうし, 日本人学生

や先輩留学生の協力があって相談室は成り立っています。

不十分な対応を不満に感じている留学生の皆さんにはこの

場をお借りして心から謝りたいと思います。

悩み相談や苦情については,異文化差異もあり, アドバ

イザーである私自身も誰かのアドバイスをもらいたくなる

ことがしばしばありますが, プライバシー保護の問題から

相談内容は,簡単には他言することができず,留学生アド
バイザーとは実にストレスの溜まる仕事だと感じるととも

に,ボ ランティア精神もかなり必要な仕事だと思います。

しかし,留学生アドバイザーという仕事を通して,帰国旅

費が払えない女子留学生を見るに見かねて,無け無しのお

金を彼女に渡した東南アジアからの留学生 Aさ ん, 同じ

く学費が払えない留学生を助けようとチャリティを行った

東南アジアからの留学生 Bさ ん,「海外にいた時現地の人

に助けてもらってうれしかったから」と留学生相談室の仕

事を手伝ってくれた日本人学生のCさ んや「死ぬ前に人に

喜んでもらえることができたらええだわ」と留学生に援助

の手を差し伸べることを借しまない87歳の Dお じいさん ,

「自分も指導教官にそのようにしてもらったからJと 留学

生の教育のみでなく生活面にも心を配るE教官等々,すば

らしい人々がたくさんいることも知ることができたのは,

役得だと言えます。



初 め て の名 古 屋

DID M l 張 魏 騰 (台湾)

日本に来てから早いもので, もう1年

と6ケ 月が過ぎようとしています。楽し

い時,時間は「光陰矢の如し,歳月校の

如し」。そういえば, ここにいる 1年 6ケ 月間は本当に楽

しい日々を送っていると思います。

去年の 4月 ,初めて名古屋についた時,期待と不安が私

の,と のヽ中で交錯していました。幸いにも先輩の助けで,一

緒にいろんな手続きをすませ,な んとか GSIDの 研究生に

なることができました。そして,指導教官の江崎先生に会

い (実は,私は目上の方に会ったら,す ぐ緊張し,な かな

かことばが出てこないタイプなのです), 先生はとてもや

さしく,いろいろ貴重な意見を下さり,私の心の中の不安

もほぼなくなりました。また,江崎先生の紹介で,博士後

期課程の染矢さんと知り合い,彼 はチューターとして,私

の10月 の入学試験の為にいろいろ教えてくれました。

去年10月 の試験が終った後,よ うやく旅行する機会がで

き,東京,京都,大阪,神戸など,い ろいろなところへ行

きました。中国の諺で「行万里路読万巻書」ということば

があります。勉強だけでなく,旅行も私にとってよい経験

になりました。

そして,今年の4月 ,期待に胸あ、くらませ,GSIDの 院

生になることができました。授業やゼミで大変忙しいので

すが,さ まざまな本を読んで,いろいろな知識を身に付け

ることができるので, とても充実した日々を送っています。

昔台湾にいた時,他の友達からいろいろ聞いていたので,

tヽの中では「日本人の方々と友達になることはそんなに簡

単なことではない」とずっと思っていました。 しかし,
GSIDに入ってはじめてそんなことは全然ないと分かりま

した。去年は,今のM2の方々と良い友達になり,今年
もMlの方々と良い友達がいっぱいできました。私は,

本当に幸せだと思います。特に, 日本の方々だけではなく,

世界各地からの方々と出会って,友達になれたことは,本

当に自慢できることです。

今は,修士論文のことについて頭を悩ませていますが,

残り1年半で,先生と先輩達の指導の下,金力を傾け,良

い論文を書く準備をしようと思います。皆さんも私と一緒

にここ 1年半を大切にし,頑張りましょう !

DICOS Ml朱  鳳 嵐 (中国)

人はよく「矢の如くJと いう言葉で,

時の流れの速さを喩える。この言葉はま

さに私が実感するところである。指おり

数えると, 日本での留学生活も二年目を迎えている。過ぎ

去ったこの一年六ケ月を改めて振り返ってみると,本当に

感無量である。

約十年前 (大学時代)か ら憧れていた名古屋大学 (注 :

出身大学と姉妹提携大学なので, よく知っていた。)へ の

留学は,根強い努力の結果,社会人になって七年目の去年

4月 にスタートした。留学に対し,色々な夢を抱いた私に

とって, その興奮は言葉ではなかなか形容できないほどだっ

た。

しかし,来 日の翌日から,家族を離れ,右 も左も分から

ない異国の環境の中で,私は孤独感に陥ってしまった。母

国の大学で専攻した日本語も, 日本人ばかり, 日本語だら

けの日本では,何て不十分なのだろうと強く実感した。何

と言っても, この言葉の壁は,研究上,かなりの不便をも

たらした。特に,専門の本を読むには,母国語で読むのに

比べ何倍もの時間を使わないと,深 く理解できたとは言え

ない。私は, まさに現実の厳しさに直面した。

しかし,人間はいろいろな体験をしてこそ,人生をより

充実させることができ, より強い意志をもつことによって,

最後の目標を達成することができると信じている。それゆ

え, ホームシックなど様々な困難を乗り越えて,一年間の

計画を立てた。

まず,積極的に異国の環境に入り込んで,『郷に入れば

郷に従え』を実践し,留学生向けの活動にも参加すること。

次に,『初心忘れるべからず』で留学の目的をよく頭に

インプットしておけば,困難に遭遇し一瞬失いかけた,や

る気もすぐ出ると思う。

そして,異文化と衝突した時には,相手の立場に立って

考れば,理解もしやすくなることを忘れないことである。

国際開発研究科では,皆兄弟のように共に毎日頑張って

いる様子を目にしながら,楽 しい留学生活を送っている。

皆さんも, 日本滞在中,良い面は取りいれ,良 くない経

験は忘れるようにしてください。

最後に, この機会を利用させていただいて,研究上は厳

しくとも,も、だんはとても優しい指導教官の木村先生,留

学生の面倒をいつも笑顔で見て下さる留学生相談室の吉岡

先生,親切な態度で見守って下さる事務の方々に感謝の気

持でいっぱいです。

日本 で の留 学 生活



MY“RYUGAKU"AND“ THE
PIAGIC LAND"
～GSIDスAり f～

DID M 2 TAN BEE BEE SWISSDY

(シ ンガポール)

Anyone who steps into the GSID

building for the first time will

probably be surprised by the sudden s、 ハ/itching on of the

lights along the cOrridors. And anyone 、vho has read

“Alice in the Wonderland" will probably feel that the

building is like a magic land. Yes, that is 、vhat l like

about GSID.ThOse lights that brighten each of rny steps

delight me and they give lne a sense of pride and pleasure

guiding visitors arOund as 1 look into their wondering

faces and hear thenl say  “sugooooii" 、vith extra

emphasis. It is indeed a very high― tech building,

constructed in a、vay that energy be wasted as little as

possible and yet at the same tilne, providing the most

comfort tO its visitors,students and staff M′ orking in it

On top of that,it has the most up― to―date computer

net、vork that keeps me in touch 、vith the world and of

course my hOme,Singapore.Well,I、 vOuld say GSID has

every facility that a student may need, froln the

photOcOpy cards to the latest soft― ware, you name it,

GSID has it. But, if the graduate school only has all

these things,then it is iust same as any other graduate

sch001s elsewhere.It wOuld be too cold and robotic if the

school has only machines and computers.ヽVhat makes it

different is the friendly ambience that one experiences as

he or she starts the academic year as a student.ヽ Vhat so

great about those machines if the academic advisors

scorn at your ideas and make you feel like a stupid fool.

It is really nice to have professors here who use polite

linguistic fOrms when speaking to the students in

」apanese.Some will even try to speak in English if the

foreign  student  cannOt  converse  proficiently  in

」apanese lf you happen tO enroll in a driving school in

」apan,you will realize hO、 v humble indeed the professors

in GSID are. Then, there is also the foreign student

advisor、vho often goes beyond her duties to help solve

the problem when the foreign student is in trOuble. No

one provides  as good  a  listening  ear  and  an

understanding heart as her.

Well, as most students who enter graduate schools

、vill probably engage themselves in some academic

teaching in the future, and no exception for myself

either,GSID is, tO me, a good place for nurturing the

educating  character  and  gaining  the  cOmpetence

necessary as an academic instructor. It is also a perfect

place fOr international cultural exchange for it has

students frOm all parts Of the wOrld. 」ust as its name

says, “Graduate School of lnternational Development",

it is truly international.

私にとって “国際開発研究科"と は

I  DICOM M 2 本卜 大 王 (韓国)

1  日本に来てもう2年 6カ 月が経とうと

, している。今でも完全に (?)日本の生
1 活に慣れたとは言えないけれども,来た

ばかりのときに比べたらいろんな面で不自由なことが少な

くなってきた。最近,いちばん苦手だった畳の生活にも平

気で過ごせるようになったし,道端で人に道を尋ねられて

も戸惑うことなく返事できるようになった。日本の生活に

自然に溶け込んでいくもう一人の自分と出会えることが楽

しみの一つである。それが留学で得られる貴重なものだと

すれば,そ の舞台になる名古屋大学大学院国際開発研究科

というのは,単なる母校ではあるまい。

国際開発研究科という研究科名自体がなじまないまま始

まった去年の春は,な んだかんだ忙しかった。他の専攻は

よく分からないけれども,私の所属している国際コミュニ

ケーション専攻は, さまざまな国の言語やその国と関わる

ことについて研究したい学生には,ち ょうどよいのではな

いかと思う。授業の面では5つ の分野に細分されているの

と,他研究科との交流も幅広く取り入れてあるから,学生
にとっては,選べる範囲が広くなる点などのメリットがあ

る。特に, 7階の情報処理室はいつでもコンピュータが自

由に使えるし,初心者及びいざというときはいつも優しく

教えて下さる松村先生がいらしてとても助かっている。日

韓対照研究の面でも指導教官との出会いは何よりのことで

ある。

実はこの原稿の依頼を受けて何をどう書けばよいのか躊

躇したが, 日ごろ思っていることを素直に書けばと思った。

いつのまにか,私もすっかり国際開発研究科の者になって

このような文が書けるようになったんだなってあらためて

感じた。

現在,工事の真っ最中の研究科棟は新しい夢を抱いて私
たちの前にその姿を現すであろう。新しい建物にお、さわし

い国際開発研究科の発展を信じながら,私もがんばろう |



By the way,

1ヽ″here isヽ7enezuela?

DID M2 N/1ARIANELLA DIAZ

GUERRERO(ベ ネエゼーラ)

ベネエゼーラはどこにありますか, is

a question that perhaps some of you

have been asked in GSID, by nobody

else but me lt's not for any particular subiect of Study,

or home、vork, but is simply a curiOsity l have to see

what is knO、 vn about my hOme country 、ハ/ithin this

lnternational Development― related school.I have gotten

diverse answers. Although l cannot quantify them since

it has not been a formal study,I have heard it is located

somewhere in Africa(surprisingly enOugh some people

still seem to believe Africa is one big country, likewise

with Latin America)I have also heard that Venezuela is

believed to be some、 vhere in Europe, in North America,

in Central America,and even in Asia!!!

FOrtunately l also gOt the right ans、ver. Venezuela is

located in South America,which is not a country,but a

region integrated by 13 countries,each of thern trying to

look  for  a  proper  path  to  pursue  sustainable

development,at their own pace. lfou can also say that

Venezuela is in Latin America, a region integrated by

Central and South American countries, united by

cultural links of which language is the strongest

Spanish, 、vhich comes froln Latin, is spoken by more

than 300 million people in the、ハ′orld

Venezuela is in a privileged geographical position.

Located in the extreme north― east of South America, it

is at the entry point of the Large Caribbean

Basin たヽenezuela's northern boundary is the

Caribbean Sea (、ハ′here the coastal region

extends  for  more  than  3,500  kilometers

including islands); it borders Brazil to the

south, the Atlantic Ocean and Guyana to the

east and to the、vest it shares its frontier 、vith

Colombia lts total territorial area is 912,050

square kilometers, composed of a great range

of diversified landscapes 、ハ′ith extremely rich

and varied natural resources. Venezuela is

almost 3 times the size of」 apan,but it has one―

six its population.

The most registered highlights of Venezuela

are:the highest waterfall of the 、vOrld:ソ nヽgel

Falls;the mOst ancient rOcks On Earth:(]uayana's

〕/1assif;the  largest  lake  in  SOuth  AInerica:Lake

lvlaracaibo;one of the ten longest rivers On the planet:

the OrinOcO;and more birds species than almost any

other country of the world.  Founder of OPEC

(Organization of Petroleum Exporting Countries),

1/‐enezuela has reserves of light crude oil that rank it

sixth in the world and first regarding reserves of heavy

crude oil lt 、vas also a アヽenezuelan 、ハ√hO invented the

vaccine against leprOsy and it is the cOuntry、vith one of

the most sustained demOcracies in Latin America(39

years).AnOther highlight,less acadernic but perhaps one

of the most publicized by the international lnedia is the

number  Of  Zヽenezuelans  cro、 vned  3/1iss  Universe,

ironically a trivial lnatter that has intrOduced ll‐ enezuela

to people all over the world.

アヽenezuela,mOre than static facts, is the sum Of the

efforts of its people,in、 パ′hose hands,lies the present and

future course of the natiOn  Young generations are

、vorking hard to assume the challenge of a better future

not only for 1/‐ enezuelans, but also fOr the rest Of the

、vorld,since、 ve are all

together   in    the

intenational arena

Perhaps  the  next

tilne you are asked

about    Venezuela,

hOpeflly nOt Only by

me, you 、vill know

something rnore
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in getting adequate and accurate information leave

alone some form of expert guidance. Certain GSID

prOieCtS Such as OFW can be regarded as a milestOne in

the slow iourney towards the creatiOn Of useful networks

、vith institutions Of the developing countries of Asia

However, such proiects are tailored fOr the purpose of

achieving different goals、 vhich renders them inadequate

for the establishment Of several instrumental networks

、vith the many developing countries'institutions.

I 、vould be very delighted tO see extended diliberate

efforts  to  establish  various  forms  of  、vorking

relationships  、vith  several  Development  Studies

lnstitutions in the doveloping world since this would

serve as the gateway to a vast body of accurate

infOrmation  Access  to  accurate  and  upto― date

information would in a way make up for the lack of

specialists in the areas that l have mentioned above.The

efforts to、 vards creating instrumental net、 vorks would

also facilitate the ease with v′hich research can be

conducted by the students of GSII)in these countries.

Currently,most of the attempts to get foreign contacts

by students to enable thenl tO carry out case studies in

most of the developing countries other than their OM′ n

can be silnply described as a slo、 v and painful process lt

may be easier to dismiss this issue and relegate it to the

level of those small matters that concerns only the

individual, but persOnal contacts and individuals are

bound to M7ither a、 ハ′ay as soon as the individuals leave

GSID contrary to the permanency of an institutionalized

system.Considering that doing new things alv′ ays cost

money, tilne and comrnitment, the first question that

comes into mind is that of M′ hat it 、vould take to

initiate, mold and nurture these net、ハ′orks. It is my

humble opinion that it would only take organizational

initiative and commitment and not much of financial

resources.I hope that as years pass by and more students

continue to go through GSII), the institution 、vould

widen its networks with several development studies

centers in most of the developing world since this would

enhance the qualty of research.

Behind the Scenes in Asuke Town:

Domestic Fieldwork 1997

DICOS D l NIELISANDA BERKttWITZ

(ア メリカ)

Asuke had been visualized as a

remote and ilnpoverished mountain

to、vn That was theimage l had gained

through acquaintances from that area lt was quite a

surprise, then, to find it representing a wealthy

community during my soiOurn in Asuke cho with GSID's

Domestic Fieldwork Proiect(DFW)this September.

Asuke is a lovely place at all times of the year.And in

late September it is really in a land of scenic splendOur

The deep blue hue of the sky overhead sets off the golden

crops ready for harvest in the terraced paddy fields,and

pink and 、vhite cosmOs circle the big w00den hOuses.

Bright orange globes hang heavy in the persilnmon trees,

and behind the houses forested mOuntains fOrm steep

dark valley 、valls And through all these our tour bus

swayed along the narroM/ high、 vay to、vards the town

hall

Picturesque as it may be,Asuke is steadily losing its

population Of those who remain, allnOst One quarter

are over 65. Asuke seems to be in a 10ng term decline.

AccOrding to Our guide,the arrival of the railroad t00k

away the to、′n's position as a toll point on the salt route

from the Pacific to the temples Of Shinshu. /ゝ10re

recently,forestry and agriculture have lost cOmmercial

viability,and nO industry in the to、 /n has appeared to

provide local employment Even tOurism is limited to a

short stretch of the Tomoe River.

Nevertheless,  looking  around,  the  town  seems

affluent.Newly rebuilt farm houses are more commoner

than mushrooms.And the school buildings! The number

of children in the toM′n is decreasing year by year. But

the ne、ハ′ elementary school which prOudly invited us in

for a tour was the most luxurious school l have ever

seen.Even a small llnultigrade school,、ve passed by,was

being renOvated.

1/1eanwhile, the town is putting a 10t Of effort into

innovative programs for the welfare Of the aging

population.The rnain policy is to support senior citizens'

active participation in the community, prilnarily by

providing work Opportunities tailored to their needs and

abilities.The most obvious scheme is the Hyakunensou



(Hundred Year Flower)cOmmunity welfare center,a

complex of sheltered、 vorkshops,restaurants, and hotel

and recreation facilities Further, the to、ハ′n also Offers

significant care services for infirm and bedridden senior

citizens FOr example, HykunensOu has a mechanical

bath for bedridden users, some of wholn say it has

become their main pleasure in life.

So where does all the money come from?First of all,

Asuke is within comIInuting distance of the neighboring

industrial cities, ToyOta and Okazaki. A number of

Toyota subsidiaries alsO have factories within Asuke

itself 01dest sons and their、vives are able to live in the

rural family hOme while earning an urban 、vage

Secondly,Asuke TO、 vn officials seena to have a real flair

fOr tapping subsidies froln the natiOnal and prefectural

governments At the next I)FW in Asuke,I hOpe the town

hall can give us a practical cOurse, in writing grant

proposals

ハヽ√hile acknOwledging the success of DFW being due tO

the cOmbination Of the whOlehearted involvement Of

faculty and administration,I have tO hOnour to mention

that thanks are also due to the warm、 velcome rendered

by the people of Asuke and the hard work Of Dr.

Tanilnura.Thank you!

畿
[外国人研究員]

カミングス, ウィリアム K:ア メリカ合衆国
ニューヨーク大学バッファロー校 :教授

研究課題 :教育分野での国際援助の新動向

期  間 :平成 9年 4月 1日 ～平成 9年 9月 30日
マンスル ファリード ウィジャヤ :イ ンドネシア

ガジャマダ大学経済学部助教授

研究課題 :電気料金と投資政策 :ジ ャワーバリ間相互

供給システムをめぐって

期  間 :平成 9年 4月 17日 ～平成 9年 7月 31日
スー ウォン ウー :大韓民国

ソウル大学校法科大学名誉教授

研究課題 :東アジア法文化の比較研究

期  間 :平成 9年 8月 1日 ～平成10年 3月 31日
グエン, ビン ヌー :ブ ィエトナム

国立経済大学国際協力学部副学部長

研究課題 :移行経済ブィエトナムの産業政策

期  間 :平成 9年 10月 14日 ～平成10年 3月 31日
バーカー,ニ コラス ホームズ :イ ギリス

イースト

研究課題

期  間
[国内研究員]

阿部 義章

研究課題

期  間

米山 正博

研究課題

期  間
岡田 尚美

ウエスト・センター客員研究員

アジアにおける宗教的自己犠牲の人類学

平成 9年 10月 1日 ～平成10年 3月 31日

世界銀行東京事務所 :雇用担当上級顧間

開発経済学に関する研究

平成 9年 4月 1日 ～平成10年 3月 31日

」ICA国際協力総合研究所 :

国際協力専門員

発展途上国の農業機械化に関する研究

平成 9年 4月 1日 ～平成 9年 6月 30日

国際開発高等教育機構 :事業部次長

:開発援助における効果的プロジェクト・サ

イクル・ マネジメント手法について

:平成 9年 7月 1日 ～平成 9年 9月 30日

:大阪国際大学 :教授

:ア ジア太平洋地域におけるフィナンシャル

インテグレーション

平成 9年 10月 1日 ～平成10年 3月 31日

関西大学総合情報学部 :教授

国際コミュニケーションに関する基礎的研

究～国際協力におけるメディア活用とその

運営

平成 9年 4月 1日 ～平成 9年 9月 30日

日本福祉大学経済学部 :教授

世界経済における途上国債務問題の位相

平成 9年 4月 1日 ～平成 9年 9月 30日

OECF開発援助研究所 :主任研究員

日本のODA政策 :円借款を中心に

平成 9年 10月 1日 ～平成 9年 12月 31日

日本国際ボランティアセンター :事務局長

日本のODA政策～NGOの視点から～

平成 9年 10月 1日 ～平成10年 3月 31日

日本輸出入銀行 :海外投資研究所次長

ASEAN o APECの地域統合と日本の投資

平成 9年 10月 1日 ～平成 9年 12月 31日

国際協力事業団 :調達部管理課長

日本の国際協力

～国際協力事業団を中心に～

平成10年 1月 1日 ～平成10年 3月 31日

関西外国語大学 :外国語学部教授

東海地区における祭礼行事 。民俗芸能に関

する調査研究

平成 9年 4月 1日 ～平成10年 3月 31日

研究課題

期  間
小田野純丸

研究課題

期  間
久保田賢一

研究課題

期  間
毛利 良一

研究課題

期  間
林   薫
研究課題

期  間

谷山 博史

研究課題

期  間

手島 茂樹

研究課題

期  間
中野  武

研究課題

期  間
田尻 陽一

研究課題

間期



最新 国際開発研究科発行の印刷物

開発 。文化叢書20

百姓の民際交流

―タイ農民との交流から学んだこと一

開発・文化叢書21

比較語彙研究の試み

A New Attempt of Cornparative Study of Vocabulary

開発 。文化叢書22

南アジアの市場化・法 。社会

―南アジアヮークショップ。報告論文集―

開発・文化叢書23

奈良県吉野町民間説話報告書

開発 。文化叢書24

中国少数民族婚姻習俗

国際開発研究フォーラム 7

1NTERNATIONAL DEVELOPNIENT

海外実地研修シンポジウム報告書

An lntegrated Development Analysis On Yogyakarta

Special District(DIY)in lndonesia

平成 8年度 国内実地研修報告書
一愛知県幡豆郡一色町における開発事例の多角的検討―

平成 8年度教育研究特別経費報告書

アジア諸国における人的資源の開発ニーズと開発戦略に

関する基礎的研究

縣:成‖年:諸:外1国種
=ら
:の:来1訪1者|

H9.4.14 チュラロンコン大学総長外 2名 (タ イ王国)

学術交流に関する意見交換のため

H9.9.24 カンボディア教育・青年・体育省プログラム

運営管理局長 (カ ンボディア王国)

教育行政等改善に係る視察及び意見交換

H9.10.7 イースト・アングリア大学教授 (イ ギリス)

学術交流に関する意見交換のため

H9.11.7 インドネシア政府国家開発計画庁海外研修局

長外 3名 (イ ンドネシア共和国)

学術交流推進のため

学 術 交 流 協 定

本研究科とジョアキン・ ナブコ社会科学研究所との学術

交流協定を平成 9年 5月 20日 に, East West Center教育・

訓練プログラムとの学術交流協定を平成 9年 7月 25日 に下

記のとおり締結しましたので,お知らせします。

ジョアキン・ ナブコ社会科学研究科は, ブラジル北東部

のレシュッフェ市に所在する,国際的に著名な人文社会科

学系の研究機関であり,奴隷解放運動の指揮者ジョアキン・

ナブコの名が冠せられています。

名古屋大学大学院国際開発研究科と

ジョアキン・ナブコ研究所との

学術交流に関する協定書

名古屋大学大学院国際開発研究科長とジョアキン・

ナブコ研究所長は、双方の研究上の協力及び交流を発

展させるために、ここに学術交流に関する協定書を作

成する。

1. 名古屋大学大学院国際開発研究科とジョアキン・
ナブコ研究所は、双方の自主性を尊重するとともに、

平等互恵の原則に基づいて、次の活動を行うものと

する。

(1)教官及び研究者の交流

(2)学術資料、刊行物及び学術情報の交換

(3)共同研究活動

2. 前項の活動を行うにあたっては、双方の協議を

経て、実施計画を定めることができる。

3. この協定書は、 5年間有効なものとし、その後
は、どちらか一方が、 6か月前に協定書の廃止を通

知しない限り、存続するものとする。

4。  この協定書は、日本語及びポルトガル語で作成
し、両文書は等しく正文とする。

10

チュラロンコン大学総長 (左から 2人目)



East― West Centerは ,ア ジア・太平洋地域とアメリカ

合衆国が,国家間の相互理解を深め,国際協力を促進する

ことを目的に,1960年米国連邦議会によって設立された非

営利の公的機関であり,同センターの教育・訓練プログラ
ムは, アジア太平洋地域の理解と協力のための教育と研究

に携わる部門 (division)で あります。

名古屋大学大学院国際開発研究科と

イースト・ ウェスト・ センター

教育・訓練プログラムとの

学術交流に関する協定書

名古屋大学大学院国際開発研究科長とイースト・ウ

エスト・センター教育・訓練プログラム長は、名古屋

大学大学院国際開発研究科とイースト・ウエスト・ セ

ンター教育・訓練プログラムとの教育 。研究上の協力

及び交流を発展させるために、ここに学術交流に関す

る協定書を作成する。

1.名古屋大学大学院国際開発研究科とイースト・ ウ
エスト・センター教育 。訓練プログラムは、双方の

自主性を尊重するとともに、平等互恵の原則に基づ

いて、次の活動を行うものとする。

(1)教官及び研究者の交流

(2)学術資料、刊行物及び学術情報の交換

(3)共同研究活動

2.上記の活動は、双方の長により合意した覚書に基
づいて実施されることとする。

3.こ の協定書は、 5年間有効なものとし、その後は、

どちらか一方が、 6カ 月前に協定書の廃止を通知じ

ない限り、存続するものとする。

4。 この協定書は、日本語及び英語で作成し、両文書

は等しく正文とする。

単 位 相 互 認 定

本研究科では,神戸大学大学院国際協力研究科及び広島
大学大学院国際協力研究科との間に,単位を相互認定する

協定を下記のとおり締結しましたので,お知らせします。

なお,詳細については,両大学から授業科目等の情報が

提供され次第,掲示等により周知しますので,希望者は,
事務室 (教務担当)へ申し出てください。

名古屋大学大学院国際開発研究科と

神戸大学大学院国際協力研究科

との間における単位の相互認定に関する協定書

名古屋大学大学院国際開発研究科と神戸大学大学院

国際協力研究科との間において,両研究科の学生が相

手大学大学院前期課程開講の授業科目を聴講し,単位
を取得することを相互に認めることに合意したので,

ここに協定書を取り交わす。

1.履修できる授業科目及び単位数は,博士前期課程
開講の科目とし,10単位以内とする。

2.履修できる授業科目は,原則として講義によって

行う科目のみとし,演習,研究指導等は含まない。
3.学生の身分は特別聴講学生とする。
4.こ の協定に関する事務取扱要領については,別に

定める。

5.こ の協定の改廃については,そ の都度協議する。
6.こ の協定は,平成 9年 10月 1日 から実施する。

名古屋大学大学院国際開発研究科と

広島大学大学院国際協力研究科

との間における単位の相互認定に関する協定書

名古屋大学大学院国際開発研究科と広島大学大学院

国際協力研究科との間において,両研究科の学生が

相手大学大学院前期課程開講の授業科目を聴講し,

単位を取得することを相互に認めることに合意した

ので, ここに協定書を取り交わす。

1.履修できる授業科目及び単位数は,博士前期課程
開講の科目とし,10単位以内とする。

2.履修できる授業科目は,原則として講義によって

行う科目のみとし,演習,研究指導等は含まない。
3.学生の身分は特別聴講学生とする。
4.こ の協定に関する事務取扱要領については,別に

定める。

5,こ の協定の改廃については,そ の都度協譲する。
6.こ の協定は,平成 9年 10月 1日 から実施する。

増築工事中の研究科棟
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H9 9.30

辞 職
倉沢 (猪俣)愛子

H910 1

採 用
西村 美彦 教

[事務官]

H94.1

昇 任 山岸 裕孝
配置換 神戸 幸夫

倉橋 克夫
羽毛田正人

教 授
(慶應義塾大学経済学部教授へ)

授 (国際協力事業団から)

(豊橋技術科学大学へ)

(文学部へ)

(情報文化学部から)

(l学音防 らゝ)

[教 官]
H93.31

辞 職
佐々木由香 助 手

H9.4.1

昇 任

酒井 智宏 助
協力教官の変更

貝瀬 幸雄 教
渡邊  誠 教
海津 正倫 教
滝澤 隆幸 教

(二重県立看護大学講師へ)

佐藤 幸男 教 授 (富山大学教育学部へ)
東村 岳史 講 師 (助手から)

採 用
手

授から

授から

授から

授から

小畑  郁 助教授ヘ

和田 壽弘 助教授へ

松本  康 助教授ヘ

杉浦 正利 助教授ヘ

H94.16

採 用
梅村 哲夫 助 手

H9 516
昇 任
澤田 員治 助教授 (岐阜大学教育学部へ)

H9.6.4

辞 職
嘉数  啓 教 授 (沖縄振興開発金融公庫

副理事長へ)

9. 6.30

辞 職
ボリコ ンブリ

9 7 16

採 用
ウィン チョー

9. 8.16

採 用
荒木千夏江 助

サン 助 手

助 手 (国連食糧農業機関へ)

手

国際開発関係大学院研究科長会議

第 5回「国際開発関係大学院研究科長会議Jを 10月 31日

に名古屋大学グリーンサロン東山のミーティングルームで

開催しました。

この会議は,平成 3年度に創設された名古屋大学をはじ
め,埼玉大学,東京大学,横浜国立大学,神戸大学,広島
大学の 6大学 7研究科の国際開発関係大学院の研究科長

が,論文博士の審査基準,卒業生の進路, インターン制度
等について討論をしました。特に,厳 しい状況となってい

る卒業生の進路については,国際開発高等教育機構の今西

専務理事,国際協力事業団の湊人事課長,国際連合地域開
発センターの大矢主任研究員を招き熱心な討論が行われま

した。

また, この会議には,文部省から吉尾教育文化交流室
長,手島大学院係長にも出席願い,討論の中で貴重な助言

等を得ました。

会議終了後,同会場で引き続き懇親会を開き,森法学部

長,奥野経済学部長,平井言語文化部長も参加されました。
なお,次回は広島大学で開催されます。

i趾 |
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